
■第26回　通常総代会開催　

■初の菓子用品種「北見95号」作付け説明会

■食べて備える！　サバイバルクッキング

■令和8年度　新採用職員紹介
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～ 今月のヘッドライン ～

5  月号

　4月上旬から当JA管内で水稲の播種作業がスタート！
　写真は4月12日に播種作業を開始した川端健太さん(多度志地区)です。

　 ➡記事の詳細は８ページ

JAきたそらちでは、ホームページ/Facebook/
Instagram/YouTubeで、魅力満載の情報を
発信中です！ぜひ、ご覧ください！

ホームページ

ＪＡきたそらち

2026

No.302
～農業振興を通じて地域社会へ貢献～

広 報 誌広 報 誌

YouTube



第26回

　
４
月
７
日
、
深
川
支
所
研
修
セ
ン
タ
ー

で
第
26
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
た
。

総
代
定
数
２
９
８
人
に
対
し
、
本
人
出
席

１
１
２
人
、
書
面
に
よ
る
出
席
１
５
５
人

の
合
計
２
６
７
人
が
出
席
し
た
。
令
和
７

年
度
事
業
実
績
の
報
告
、
令
和
８
年
度
事

業
計
画
の
設
定
な
ど
８
件
の
提
出
議
案
と

報
告
事
項
２
件
を
全
て
承
認
し
た
。

　
開
会
宣
言
や
Ｊ
Ａ
綱
領
朗
唱
に
続
き
、

岩
田
清
正
組
合
長
が
開
会
挨
拶
を
述
べ
、

「
昨
年
度
の
総
代
会
に
お
い
て
新
た
な
役
員

体
制
を
ご
承
認
い
た
だ
き
、
各
地
区
で
変

わ
ら
れ
た
理
事
、
そ
し
て
当
Ｊ
Ａ
初
の
女

性
理
事
が
就
任
し
た
こ
と
で
新
し
い
風
が

吹
い
て
い
る
。
ま
た
『
農
業
振
興
を
通
じ

て
地
域
社
会
へ
貢
献
』
と
い
う
経
営
理
念

の
も
と
、
昨
年
度
よ
り
『
第
８
次
農
業
振

興
計
画
・
農
協
経
営
計
画
』
が
ス
タ
ー
ト
し
、

一
年
が
経
過
し
た
。
不
安
定
な
世
界
情
勢

の
中
、
食
料
安
全
保
障
や
農
畜
産
物
の
安

定
供
給
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
今

後
も
地
域
農
業
が
果
た
す
役
割
は
益
々
大

き
く
な
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
農

業
・Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
情
勢
が
目
ま
ぐ
る
し

く
変
化
す
る
環
境
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な

事
業
実
績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
組
合
員
の
皆
様
の
積
極
的
な
Ｊ
Ａ
事

業
利
用
の
賜
物
と
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ

た
い
」
と
語
っ
た
。

　
令
和
７
年
度
の
農
畜
産
物
販
売
高
合
計

は
３
０
６
億
１
千
２
百
万
円
（
前
年
度
比

38
・
３
％
増
）
と
な
り
、
過
去
最
高
を
更

新
し
た
こ
と
を
報
告
。
６
年
産
、
７
年
産

に
お
け
る
全
国
的
な
コ
メ
流
通
量
が
減
少

し
た
こ
と
に
よ
る
米
価
高
騰
を
主
な
要
因

と
し
た
。
ま
た
令
和
８
年
度
の
農
畜
産
物

取
扱
は
２
２
０
億
７
千
４
百
万
円
、
当
期

未
処
分
剰
余
金
は
１
億
１
千
３
百
万
円
を

計
画
し
た
。

通
常
総
代
会
開
催

通
常
総
代
会
開
催

通
常
総
代
会
開
催

議長を務めた　メム地区の糸　一幸さん（右）
　　　　　　　北竜地区の藤井明紀さん（左）

農畜産物取扱実績

※上記農畜産物取扱高に各種交付金等の収入額は含まれておりません。

議案第１号　令和7年度事業報告、剰余金処分案の承認について
議案第２号　令和8年度事業計画の設定について
議案第３号　令和8年度賦課金の賦課及び徴収方法について
議案第４号　広域小麦・大豆乾燥調製貯蔵施設の増設並びに低温貯蔵庫の

新設工事の実施について
議案第５号　役員報酬の支給について
議案第６号　定款の一部変更について
議案第７号　信用事業規定の一部変更について
議案第８号　農地信託規程の一部変更について

第26回通常総代会提出議案第26回通常総代会提出議案

青果物取扱実績
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令和７年度　剰 余 金 処 分 案
（単位：円）

項　　　　　目 金　　額 説　　　　明
１．当期未処分剰余金 132,205,153
２．剰余金処分額 109,453,558

(1) 利益準備金 21,000,000 当期剰余金の 20.9% 積立
(2) 任意積立金 64,877,718

生産施設積立金 60,912,642
税効果積立金 3,965,076

(3) 配当金 23,575,840
出資配当金 23,575,840 払込済出資金の 0.7% 配当 ※ 1
事業分量配当金 -

３．次期繰越剰余金 22,751,595 ※ 2
※ 1. 出資配当の基準とする出資金残高については、当期中の増資及び新規加入は日割計算により算定しています。
※ 2. 次期繰越剰余金には、営農指導、生活、文化改善の事業の費用に充てるため繰越額　5,025 千円（当期剰余金の 5%）を含みます。

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（3）（3）



令和７年産令和７年産
農畜産物共励会 表彰者農畜産物共励会 表彰者
うるち米の部
（15.0ｈa以上） も ち 米 の 部

うるち米の部
（1.0～15.0ｈa未満）

【最優秀賞】
谷内　雅俊（深川支所一已地区）
【優 秀 賞】
須見　和之（雨竜支所）
南　　伴和（雨竜支所）
橋本　貴之（雨竜支所）
正田　浩貴（深川支所一已地区）
株式会社　みかみ

（北竜支所）
【優 良 賞】
柴垣　恵一（雨竜支所）
合同会社　37

（雨竜支所）
松平　昌広（雨竜支所）
鈴木　真悟（雨竜支所）

【最優秀賞】
南谷　長治（幌加内支所）
【優 秀 賞】
稲見農場　株式会社

（幌加内支所）

花　き　の　部
（10a以上）

【最優秀賞】
辻　　隆行（深川支所音江地区）
【優 秀 賞】
野原　利文（深川支所一已地区）

花　き　の　部
（10a未満）

【最優秀賞】
川本　和幸（北竜支所）
【優 秀 賞】
江田　　正（北竜支所）
簑島　俊幸（雨竜支所）
近江　　章（北竜支所）
西丸　　昭（雨竜支所）
石橋　裕司（北竜支所）
【優 良 賞】
阿部　文男（北竜支所）
吉本　昌史（雨竜支所）
松田　一敏（雨竜支所）
平松　裕也（雨竜支所）
金山　和幸（北竜支所）
伊藤　隆幸（北竜支所）
鈴木　公洋（北竜支所）
黄倉　正泰（北竜支所）

【最優秀賞】
佐々木　隆（雨竜支所）
【優 秀 賞】
安部由美子（深川支所一已地区）

令和７年産令和７年産

生　乳　の　部

【最優秀賞】
株式会社　藤川農場

（深川支所一已地区）
農事組合法人　和田農場

（深川支所一已地区）

生乳品質共励会表彰者生乳品質共励会表彰者

大　豆　の　部
（1.0ｈa以上）

【最優秀賞】
岡田耕一郎（深川支所メム地区）
【優 秀 賞】
河合　　暢（深川支所メム地区）
近藤　洋介（深川支所メム地区）
【優 良 賞】
あんねんfarm　株式会社

（深川支所メム地区）
北本　清貴（深川支所メム地区）
村上　利行（深川支所メム地区）
小畑　幸洋（深川支所メム地区）
田村　靖人（深川支所メム地区）
菊入　　等（深川支所メム地区）
矢野　克実（深川支所メム地区）

青　果　の　部

【最優秀賞】
●長いも
馬木　逸男（深川支所メム地区）
【優 秀 賞】
●長ねぎ
荒井　和也（深川支所一已地区）
●北斗メロン
荒井　和也（深川支所一已地区）
【優 良 賞】
●アスパラ
太田　　穂（深川支所音江地区）
●スイートコーン
田岡　隼人（雨竜支所）
●ひまわりメロン
渡邊　　守（北竜支所）
●ひまわりスイカ
杉本　克裕（北竜支所）

秋まき小麦の部
（2.0ｈa以上）

【最優秀賞】
阿波　一雅（深川支所メム地区）
【優 秀 賞】
野々宮健一（雨竜支所）
溝口　　勝（深川支所メム地区）
【優 良 賞】
小畑　幸洋（深川支所メム地区）
長谷　敏弘（深川支所メム地区）
酒井　一幸（深川支所音江地区）
東野　政治（深川支所一已地区）
伊東　範勝（深川支所メム地区）

秋まき小麦の部
（1.0～2.0ｈa未満）
【最優秀賞】
日比　秀昭（深川支所メム地区）
【優 秀 賞】
高谷　浩司（深川支所メム地区）
久保田泰司（深川支所一已地区）
【優 良 賞】
村上　利行（深川支所メム地区）
沖田　孝俊（雨竜支所）
桑原　和之（深川支所音江地区）
近藤　洋介（深川支所メム地区）
谷岡　　優（深川支所納内地区）

●南瓜
阿部　幸男（北竜支所）
●胡瓜
吉田　秀一（深川支所音江地区）
●マダーボール
髙田　芳敬（雨竜支所）
●暑寒メロン
造田　裕一（雨竜支所）
●インゲン
柴田　孝典（深川支所音江地区）
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　日頃より当ＪＡ事業運営に対し特段のご理解ご協力を賜り厚くお礼申し上げま
す。
　標記の件につきまして、昨今、様々な金融犯罪が多発しており、その手法や手
口も巧妙かつ高度になってきていることから、新聞等での報道を見て心配に感じ
ておられる組合員・利用者の方々も多いのではないかと存じます。
　また、国際的に金融機関が取り組まなければならない課題として、マネー・ロ
ーンダリングおよびテロ資金供与対策（以下「マネロン対策」）の重要性が益々高
まっており、マネロン・金融犯罪対策に取り組むことは、信用事業を営む当組合
の責務でもあります。
　その様な状況から、当組合においても金融機関としての信頼性を確保するため、
そして、お客様の大切な財産を金融犯罪からお守りするために、マネロン・金融
犯罪対策の取り組みを重要な経営課題と位置づけ、一層力を入れて取り組むこと
といたしました。
　ついては、金融共済部貯金課長をマネロン・金融犯罪対策リーダーに任命し、 
職員の先頭に立って組合全体としての取り組みの定
着化・高度化にむけた取り進めを行うとともに、私
を含め常勤理事についてもマネロン・金融犯罪対策
が組合内で徹底されるよう指揮の上、組合員・利用
者の方々に安心して当組合をご利用いただけるよう
取り組んで参ります。

マネロン・金融犯罪対策への
取組強化について

代表理事組合長　岩田　清正

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（5）（5）



き
た
そ
ら
ち
レ
ポ
ー
ト

き
た
そ
ら
ち
レ
ポ
ー
ト

3/25

4/6

　
農
産
課
は
、
当
Ｊ
Ａ
本
所
で
菓
子
用
と

し
て
は
北
海
道
初
と
な
る
、
秋
ま
き
小
麦

「
北
見
95
号
」
の
作
付
け
説
明
会
を
開
い

た
。

　「
北
見
95
号
」
は
、
親
で
あ
る
「
き
た

ほ
な
み
」
と
比
べ
、
グ
ル
テ
ン
の
質
が
弱

く
、
小
麦
と
し
て
は
軟
質
系
と
な
っ
て
い

る
。
北
見
農
業
試
験
場
の
大
西
志
全
氏
は

試
験
結
果
と
し
て
、
ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー
キ
の

口
ど
け
の
良
さ
は
「
き
た
ほ
な
み
」
が
、

12
・
８
点
に
対
し
、
13
・
６
点
を
記
録
。

ク
ッ
キ
ー
適
正
に
お
い
て
も
、
直
径
が
２

ミ
リ
大
き
く
、
さ
ら
に
軽
い
食
感
の
物
に

な
っ
た
と
報
告
さ
れ
た
。

　
栽
培
管
理
に
つ
い
て
空
知
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー 

北
空
知
支
所
の
専
門
普
及

指
導
員
で
あ
る
犬
塚
紫
陽
氏
は
「
倒
伏
は

絶
対
に
避
け
て
く
だ
さ
い
。
前
半
の
起
生

期
か
ら
幼
穂
形
成
期
ま
で
の
管
理
は
、
き

た
ほ
な
み
と
同
じ
。
止
葉
期
は
、
タ
ン
パ

ク
を
上
げ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
葉
色
値
に
応

じ
た
追
肥
が
必
要
で
す
」と
、説
明
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
北
見
95
号
を
作
る
に

あ
た
っ
て
、
播
種
量
は
ど
の
く
ら
い
が
良

い
の
か
」な
ど
と
い
う
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、

こ
れ
に
対
し
、
大
塚
氏
は
「
９
月
中
旬
で

あ
れ
ば
、
５
〜
７
㎏
の
範
囲
、
10
月
に
近

づ
く
に
つ
れ
増
や
し
て
も
良
い
が
、
上
限

は
12
㎏
が
適
正
と
思
っ
て
い
る
」
と
回
答

し
た
。

　【
営
農
企
画
課
　
坪
】

　
令
和
８
年
度
の
水
稲
作
付
に
向
け
た
種

籾
の
温
湯
消
毒
作
業
が
、
３
月
24
日
に
雨

竜
支
所
、
３
月
27
日
に
北
竜
支
所
で
始

ま
っ
た
。

　
４
月
６
日
に
は
新
採
用
職
員
５
人
と
Ｊ

Ａ
全
中
か
ら
の
研
修
生
１
人
が
北
竜
支
所

の
水
稲
温
湯
処
理
施
設
を
見
学
し
、
現
場

で
の
実
務
を
間
近
で
体
験
し
た
。

　
現
場
で
は
、
北
竜
支
所
営
農
課
の
阿
部

孝
司
主
査
が
案
内
を
行
い
、
消
毒
す
る
こ

と
に
よ
り
「
い
も
ち
病
」
や
「
苗
立
枯
細

菌
病
」
に
効
果
が
あ
る
こ
と
や
、
処
理
後

の
種
籾
の
発
芽
試
験
に
お
い
て
、
90
％
に

な
る
ま
で
追
跡
調
査
を
行
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
説
明
し
た
。

　
見
学
を
終
え
た
新
採
用
職
員
は
「
初
め

て
温
湯
消
毒
作
業
を
見
学
し
て
、
一
日
で

行
う
ネ
ッ
ト
の
作
業
数
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
」
と
話
し
た
。

　
雨
竜
支
所
で
は
、
生
産
者
約
１
８
９
戸

分
の
種
籾
計
約
92
ｔ
、
ま
た
北
竜
支
所
で

は
、
生
産
者
約
１
７
５
戸
の
種
籾
約
84
ｔ

の
消
毒
を
行
っ
た
。　【

営
農
企
画
課
　
坪
】

北
海
道
初
の
菓
子
用
品
種

北
見
95
号
作
付
け
説
明
会

よ
う
こ
そ
、Ｊ
Ａ
の
現
場
へ

新
人
た
ち
が
温
湯
消
毒
見
学

（6）（6）ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち



3/16

3/10

3/27

　
幌
加
内
地
区
Ｗ
Ｃ
Ｓ
生
産
者
は
、
札
幌

市
で
行
わ
れ
た
道
農
政
部
主
催
の
「
令
和

７
年
度
飼
料
流
通
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参

加
し
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は
道
産
飼
料
の
流

通
・
利
用
拡
大
に
向
け
開
か
れ
た
。
き
た

そ
ら
ち
産
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
取
引
先
で
あ
る
㈱
ノ

ベ
ル
ズ
よ
り
、
令
和
７
年
度
き
た
そ
ら
ち

産
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
取
引
実
績
お
よ
び
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ

に
求
め
る
品
質
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
た
。

　
㈱
ノ
ベ
ル
ズ
調
達
部
渉
外
担
当
部
長
の

吉
田
大
樹
氏
は
「
収
量
目
標
で
あ
る
２
，

０
０
０
ト
ン
を
達
成
し
、
乾
物
率
、
発
酵

品
質
、
匂
い
、
嗜
好
性
な
ど
全
体
を
通
し

て
良
質
な
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
で
あ
っ
た
」
と
述
べ

た
。
続
い
て
上
川
農
業
普
及
セ
ン
タ
ー
鎌

田
慎
也
氏
よ
り
幌
加
内
町
に
お
け
る
稲
Ｗ

Ｃ
Ｓ
生
産
体
系
の
確
立
と
耕
畜
連
携
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
た
。
不
良
発

酵
を
防
ぐ
た
め
土
や
泥
が
ロ
ー
ル
内
に
混

入
し
な
い
よ
う
に
高
刈
り
や
フ
ィ
ル
ム
の

８
層
巻
き
、
予
乾
収
穫
を
行
っ
て
い
る
事

例
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
最
後
に
は
酪
農
学
園
大
学
よ
り
グ
ラ
ス

サ
イ
レ
ー
ジ
の
代
替
と
し
て
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を

乳
牛
に
給
与
し
た
実
証
実
験
報
告
が
行
わ

れ
た
。
報
告
後
に
は
次
年
度
の
実
証
実
験

の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
き
た
そ
ら
ち
産
の
稲

Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
使
用
を
希
望
す
る
声
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　【
幌
加
内
支
所
　
宮
田
】

　
士
別
市
で
指
導
農
業
士
認
定
祝
賀
会
が

開
催
さ
れ
、
総
勢
53
人
が
出
席
し
た
。

　
幌
加
内
地
区
か
ら
は
仙
丸
孝
司
氏
と
蔵

前
文
彦
氏
が
「
士
別
地
区
指
導
農
業
士
」

に
認
定
さ
れ
た
。

　
仙
丸
氏
と
蔵
前
氏
は
「
こ
の
よ
う
な
場

を
設
け
て
い
た
だ
き
大
変
嬉
し
く
思
う
。

今
後
は
地
域
農
業
の
発
展
に
結
び
つ
く
活

動
を
行
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

　【
幌
加
内
支
所
　
宮
田
】

　
農
産
課
は
、
当
Ｊ
Ａ
本
所
で
畑
作
講
習

会
を
開
い
た
。
講
習
会
で
は
、
空
知
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
　
北
空
知
支
所
の
酒

井
紀
彰
主
任
ら
が
、秋
ま
き
小
麦
、そ
ば
、

大
豆
の
昨
年
の
生
育
等
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

　
そ
ば
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
気
象
の
影

響
と
し
て
、播
種
後
の
ま
と
ま
っ
た
降
雨
、

種
の
開
花
期
の
高
温
が
低
収
の
要
因
に
な

っ
た
と
報
告
し
た
。

　
酒
井
主
任
は
対
策
と
し
て
、「
排
水
不

良
の
改
善
や
緑
肥
の
同
時
播
種
が
有
効
」

と
話
し
た
。

　【
営
農
企
画
課
　
坪
】

仙丸 孝司氏 蔵前 文彦氏

新
た
な
飼
料
　
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ

飼
料
流
通
推
進
セ
ミ
ナ
ー

幌
加
内
地
区
か
ら

２
名
の
指
導
農
業
士

秋
ま
き
小
麦
・
そ
ば
・
大
豆

畑
作
講
習
会

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（7）（7）



3/13・4/1

4/12

　
管
内
の
特
産
品
で
あ
る
メ
ロ
ン
、
す
い

か
の
定
植
作
業
が
各
地
区
で
始
ま
っ
た
。

　
３
月
13
日
に
は
、（
株
）
渡
辺
農
園
（
北

竜
地
区
）
で
、「
ひ
ま
わ
り
メ
ロ
ン
」
の

定
植
が
行
わ
れ
た
。

　
代
表
の
渡
辺
靖
範
氏
は
、「
今
年
は
気

温
が
高
く
融
雪
が
早
ま
っ
た
お
か
げ
で
、

去
年
よ
り
数
日
早
く
定
植
を
始
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
今
年
は
、
販
売
額
１
億
円
を

目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
４
月
１
日
に
は
、（
株
）
高
田
（
北
竜

地
区
）
で
、「
ひ
ま
わ
り
す
い
か
」
も
始

ま
っ
た
。
代
表
の
高
田
秋
光
氏
は
、
新
規

就
農
研
修
生
を
２
人
受
け
れ
て
お
り
、
作

業
を
任
せ
て
い
た
。

　
今
年
か
ら
同
社
で
研
修
し
て
い
る
、
松

野
秀
樹
氏
は
「
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
の
毎
日
か

ら
農
業
の
現
場
に
入
っ
た
。
色
々
と
勉
強

中
だ
が
、
苗
の
成
長
や
、
作
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
楽
し
い
」
と
、
初
め
て
経
験
す

る
農
作
業
に
つ
い
て
話
し
た
。

　
３
月
下
旬
に
は
深
川
市
の
「
北
斗
メ
ロ

ン
」
の
定
植
作
業
も
始
ま
り
、
雨
竜
町
の

「
暑
寒
メ
ロ
ン
」
や
「
マ
ダ
ー
ボ
ー
ル
」

の
定
植
も
順
次
行
わ
れ
て
い
る
。

　
６
月
頃
に
は
、
道
内
市
場
や
深
川
道
の

駅
農
産
物
直
売
所
「
ｅ
ｃ
ｉ
Ｒ
」
に
出
荷

さ
れ
る
予
定
。

　【
営
農
企
画
課
　
坪
】

　
４
月
初
旬
、
一
已
地
区
を
皮
切
り
に
令

和
８
年
度
の
水
稲
播
種
作
業
が
始
ま
っ

た
。

　
４
月
12
日
に
播
種
作
業
を
始
め
た
多
度

志
地
区
の
川
端
健
太
さ
ん
は
、
約
27 

ha

（
直
播
含
む
）
を
作
付
し
て
い
る
。「
な
な

つ
ぼ
し
」「
ゆ
め
ぴ
り
か
」「
ふ
っ
く
り
ん

こ
」
の
３
品
種
を
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
９
棟

で
育
苗
す
る
。

　
作
業
の
開
始
は
例
年
通
り
、
７
日
間
で

行
わ
れ
、
水
田
へ
の
移
植
は
５
月
15
日
を

予
定
し
て
い
る
。
川
端
さ
ん
は
、「
品
質

の
良
い
米
を
出
し
、
安
定
し
た
生
産
を
目

指
し
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

　
管
内
の
播
種
作
業
は
、
４
月
下
旬
ま
で

続
い
た
。

　【
営
農
企
画
課
　
戸
島
】

特
産
品
メ
ロ
ン
・
す
い
か

定
植
作
業
ス
タ
ー
ト
！

水
稲
の
播
種
作
業
開
始

長
年
続
け
て
き
た
こ
だ
わ
り

（8）（8）ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち



4/6

3/26

　
令
和
８
年
度
「
北
育
ち
元
気
塾
」
の
開

講
式
お
よ
び
第
１
回
研
修
会
が
、
当
Ｊ
Ａ

で
開
催
さ
れ
、
第
15
期
と
な
る
元
気
塾
生

と
関
係
機
関
の
役
職
員
が
出
席
し
た
。

　
開
式
に
あ
た
っ
て
中
西
秀
幸
会
長
は
、

農
業
に
お
い
て
大
切
な
こ
と
に
つ
い
て

「
日
々
の
作
業
の
記
録
を
取
り
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
に
基
づ
い
て
営
農
を
行
う
こ

と
。
計
画
（
営
農
計
画
）、
実
行
（
播
種

〜
収
穫
ま
で
の
期
間
）、
検
証
（
収
量
や

価
格
）、
改
善
（
来
年
度
の
営
農
へ
の
改

善
点
）
を
毎
年
繰
り
返
し
て
い
く
。
そ
れ

ら
を
記
録
す
る
こ
と
で
毎
年
変
わ
る
天

候
、
価
格
、
農
政
情
報
な
ど
を
的
確
に

キ
ャ
ッ
チ
し
、
身
に
着
け
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
」
と
挨
拶
を
し
た
。

　
続
い
て
塾
生
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
今
年

度
の
元
気
塾
生
は
24
人
（
う
ち
Ｊ
Ａ
き
た

そ
ら
ち
管
内
塾
生
12
人
）
で
、
開
講
式
に

は
19
人
が
出
席
し
た
。

　
開
講
式
終
了
後
に
は
、
第
１
回
研
修
会

が
開
催
さ
れ
、「
我
が
家
の
経
営
」と
題
し
、

北
海
道
指
導
農
業
士
で
あ
る
廣
田
和
也
氏

に
よ
る
自
身
の
営
農
経
験
に
基
づ
い
た
講

演
が
行
わ
れ
た
。
研
修
会
終
了
後
の
交
流

会
で
は
塾
生
同
士
が
就
農
の
経
緯
や
経
営

形
態
な
ど
を
話
題
に
親
睦
を
深
め
た
。

　【
営
農
企
画
課
　
石
野
】

　「
令
和
８
年
度
　
事
業
評
価
委
員
会
」

が
当
Ｊ
Ａ
で
開
催
さ
れ
た
。

　
委
員
会
に
は
、
各
地
区
総
代
協
議
会
代

表
・
青
年
部
代
表
・
女
性
部
代
表
の
計
17

人
と
当
Ｊ
Ａ
常
勤
役
員
ら
の
16
人
が
参
加

し
、
１
月
に
実
施
し
た
「
事
業
評
価
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
第
８
次
農
業
振
興

計
画
の
実
践
項
目
に
対
し
、前
年
度
は「
期

待
度
」、
本
年
度
は
「
満
足
度
」
に
つ
い

て
回
答
を
得
て
、
期
待
度
と
満
足
度
の
ギ

ャ
ッ
プ
を
示
し
、
取
り
組
み
の
見
直
し
・

強
化
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

　
第
８
次
農
業
振
興
計
画
の
『
重
点
目
標

１
　
農
畜
産
物
の
安
定
生
産
・
農
業
所
得

の
向
上
』
に
お
け
る
「
コ
ス
ト
削
減
へ
の

取
り
組
み
」「
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
支

援
」、
さ
ら
に
は
『
重
点
目
標
３
　
担
い

手
育
成
・
確
保
対
策
』
に
お
け
る
「
農
繁

期
の
人
材
確
保
対
策
」「
新
規
就
農
者
・

労
働
力
確
保
の
た
め
の
施
策
強
化
」
な
ど

の
項
目
に
お
い
て
、
期
待
値
は
高
く
・
満

足
度
が
低
い
と
い
う
ギ
ャ
ッ
プ
現
象
が
強

く
見
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
を
基
に
事
業
評
価
委
員

会
で
は
、Ｊ
Ａ
営
農
指
導
に
対
し
て
、
職

員
の
知
識
レ
ベ
ル
の
向
上
や
人
事
異
動
に

対
す
る
意
見
、
人
材
確
保
対
策
に
お
い
て

は
デ
イ
ワ
ー
ク
・
人
材
派
遣
の
活
用
事
例

や
申
込
者
の
継
続
性
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

（※

事
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
、
事
業
評
価

委
員
会
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
営
農
懇
談

会
で
ご
報
告
致
し
ま
す
。）

　【
総
務
部
　
鈴
木
】

令
和
８
年
度

事
業
評
価
委
員
会
　
開
催

開
講
式
・
第
１
回
研
修
会

北
育
ち
元
気
塾

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（9）（9）
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青
年
部
だ
よ
り

　
深
川
市
、Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｔ（
株
）、（
株
）

Ｈ
Ｐ
Ｒ
Ｓ
、
当
Ｊ
Ａ
の
四
者
が
農
業
の
課

題
を
連
携
し
て
解
決
す
る
と
と
も
に
、
ス

マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入・普
及
を
進
め
、

収
益
性
の
高
い
農
業
モ
デ
ル
の
構
築
を
目

指
す
た
め
、
包
括
連
協
定
を
締
結
し
た
。

　
市
役
所
で
調
印
式
が
行
わ
れ
、
田
中
昌

幸
市
長
、Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｔ（
株
）
の
秦
裕
貴

取
締
役
、（
株
）Ｈ
Ｐ
Ｒ
Ｓ
の
佐
藤
弘
幸
取

締
役
、
岩
田
清
正
組
合
長
が
出
席
し
、
そ

れ
ぞ
れ
協
定
書
に
調
印
し
た
。

【
営
農
企
画
課
　
坪
】

　
音
江
年
金
友
の
会
が
金
融
共
済
音
江
支

所
大
会
議
室
で
、定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

　
当
日
は
、
会
員
17
人
が
参
加
し
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
議
事
が
進
行
し
た
。

総
会
で
は
、
伊
藤
博
明
会
長
の
挨
拶
の
あ

と
、
令
和
７
年
度
事
業
報
告
、
令
和
８
年

度
事
業
計
画
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
本
年
か
ら
モ
ル
ッ
ク
大
会
の
開

催
を
検
討
し
て
お
り
、
菅
原
隆
支
部
長
よ

り
モ
ル
ッ
ク
の
競
技
説
明
を
い
た
だ
い

た
。

【
金
融
共
済
音
江
支
所
　
伊
藤
】

　
北
海
道
農
協
青
年
部
協
議
会
が
札
幌
市

内
で
第
75
回
定
期
総
会
を
開
催
し
、
全
道

各
地
か
ら
青
年
部
約
３
０
０
人
（
う
ち
Ｊ

Ａ
き
た
そ
ら
ち
青
年
部
員
５
人
）
が
出
席

し
た
。
議
事
で
は
、
事
業
報
告
・
決
算
報

告
並
び
に
事
業
計
画
・
予
算
案
な
ど
が
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
髙
見
章
太
会
長
は
開
会
に
あ
た
り
、
東

野
秀
樹
氏
が
当
選
し
た
こ
と
に
つ
い
て
触

れ
「
生
産
資
材
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高

騰
な
ど
、
依
然
と
し
て
課
題
が
山
積
み
だ

が
、
現
場
の
声
を
直
接
政
策
に
反
映
さ
せ

る
ル
ー
ト
が
で
き
た
」
と
挨
拶
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
役
員
改
選
で
新
会
長
と

な
っ
た
佐
藤
慎
哉
氏
は
、「
令
和
８
年
役

員
一
同
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
参

加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と

抱
負
を
語
っ
た
。

　
総
会
の
前
段
に
は
、Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央

会
ア
グ
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
推
進
部
の
土
屋
慶

年
課
長
に
よ
る
「
農
政
活
動
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
よ
う
」
と
題
し
た
研
修
会
が
行

わ
れ
た
。

【
営
農
企
画
課
　
坪
】

新
役
員
は
左
記
の
通
り
。

会
　
長
＝
佐
藤
　
慎
哉

（
Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
網
走
）

副
会
長
＝
辰
巳
　
裕
亮（
Ｊ
Ａ
上
川
中
央
）

副
会
長
＝
藤
野
　
泰
亮
（
Ｊ
Ａ
道
央
）

副
会
長
＝
牧
之
瀬
佳
貴
（
Ｊ
Ａ
摩
周
湖
）

監
　
事
＝
保
井
　
優
介

（
Ｊ
Ａ
と
ま
こ
ま
い
広
域
）

監
　
事
＝
渡
部
　
大
樹（
Ｊ
Ａ
な
が
ぬ
ま
）

農
業
の
未
来
の
た
め
に

包
括
連
携
協
定
を
締
結

第
37
回
定
期
総
会

音
江
年
金
友
の
会

4/9

第
75
回
定
期
総
会

道
青
協

（10）（10）ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち



　
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
は
、
社
会
福

祉
活
動
の
一
環
と
し
て
衣
類
や
お
も
ち
ゃ

等
の
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
品
回
収
運

動
を
行
っ
た
。

　
令
和
７
年
度
で
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
各

支
部
よ
り
回
収
し
、
衣
類
43
点
、
お
も
ち

ゃ
等
の
雑
貨
類
17
点
を
イ
オ
ン
モ
ー
ル
旭

川
駅
前
店
に
設
置
さ
れ
て
い
る
（
株
）Ｅ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
へ
入
れ

た
。

　
捨
て
な
い
社
会
を
か
な
え
る
た
め
に
、

回
収
さ
れ
た
衣
類
や
お
も
ち
ゃ
等
は
届
い

た
先
で
ゴ
ミ
に
な
る
こ
と
が
無
い
よ
う
リ

ユ
ー
ス
さ
れ
、
国
内
、
海
外
の
必
要
と
し

て
い
る
場
所
に
再
流
通
し
て
い
る
。
リ
ユ

ー
ス
が
難
し
い
も
の
は
新
た
な
資
源
と
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
。

　
同
部
で
は
、
昨
年
よ
り
回
収
運
動
を
行

っ
て
い
る
。今
年
度
も
各
支
部
協
力
の
元
、

継
続
し
て
回
収
活
動
を
続
け
て
い
く
。

【
営
農
企
画
課
　
石
野
】

女
性
部
だ
よ
り

　
女
性
部
幌
加
内
支
部
は
、Ｊ
Ａ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
花
菜
合
同
活
動
と
し
て
総
勢
16
人

で
サ
バ
イ
バ
ル
ク
ッ
キ
ン
グ
を
実
施
し

た
。

　
災
害
時
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
で
役
立
つ
調

理
方
法
で
、
白
米
・
サ
バ
カ
レ
ー
・
オ
ム

レ
ツ
・
高
野
豆
腐
の
プ
デ
ィ
ン
グ
の
４
品

を
ア
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
調
理
を
行
っ
た
。

　
参
加
者
は
「
材
料
を
細
か
く
切
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
」「
家
で
も
調
理
す
る
と

き
に
簡
単
に
で
き
そ
う
」
な
ど
の
声
が
あ

り
、
終
始
調
理
を
楽
し
ん
で
い
た
。、
調

理
後
に
は
出
来
上
が
っ
た
料
理
を
皆
で
囲

み
、
試
食
会
も
行
っ
た
。

　
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
井
上
信
子
会
長
よ

り
、
毎
日
の
食
事
で
意
識
し
た
い
10
食
品

群
の
言
葉「
さ
あ
に
ぎ
や
か
に
い
た
だ
く
」

に
つ
い
て
も
紹
介
が
あ
り
、
防
災
だ
け
で

は
な
く
日
々
の
健
康
づ
く
り
も
学
ぶ
貴
重

な
機
会
と
な
っ
た
。

　【
幌
加
内
支
所
　
宮
田
】

女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

衣
類
等
リ
ユ
ー
ス・
リ
サ
イ
ク
ル

3/26

食
べ
て
備
え
る
！

サ
バ
イ
バ
ル
ク
ッ
キ
ン
グ

3/11

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（11）（11）



新入職員のお知らせ（キャリア採用）新入職員のお知らせ（キャリア採用）

令和8年度　新採用職員紹介令和8年度　新採用職員紹介

佐々木 光希
経済部　資材課

岡田 純花
北竜支所　営農課

真壁 寛
雨竜支所　営農課

今井　燈
（令和8年4月1日付）

戸島 侑里
農業振興部　営農企画課

宇野 木乃美
金融共済部　雨竜支所

今年入組した、５名の新採用職員をご紹介します！

　
４
月
１
日
の
入
組
式
で
、
新

採
用
職
員
を
代
表
し
て
、戸
島

侑
里
さ
ん
が
挨
拶
を
し
ま
し

た
。

　「
私
の
祖
母
と
叔
母
は
、
こ

の
地
で
農
家
を
営
ん
で
い
ま

す
。私
に
と
っ
て
農
業
と
は
、

幼
少
の
こ
ろ
か
ら
触
れ
て
き

た
、身
近
な
職
業
で
あ
り
、
私

た
ち
人
間
の
生
活
を
支
え
て

く
れ
て
い
る
存
在
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
い
ざ
社
会
人
に
な
る
上
で
、

今
ま
で
「
食
」
と
い
う
形
で
支

え
て
く
れ
た
、
祖
母
た
ち
を
含

め
た
農
家
さ
ん
の
支
え
に
な

り
た
い
と
思
い
こ
の
組
織
に

入
る
こ
と
を
望
み
ま
し
た
。

　
新
採
用
職
員
は
、
様
々
な
異

な
る
理
由
を
も
っ
て
入
組
し

た
と
思
い
ま
す
。で
す
が
、
農

業
振
興
を
通
じ
て
地
域
社
会

へ
貢
献
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
は
み
な
一
様
で
あ
る
と
私

は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
新
採
用
職
員
一
同
、
今
ま
で

学
び
経
験
し
た
こ
と
を
活
か

し
、
努
力
と
思
い
や
り
の
気
持

ち
を
覚
え
て
、
業
務
に
携
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

新
採
用
職
員
の
代
表
挨
拶

新
採
用
職
員
の

こ
れ
か
ら
の
目
標
！

皆様のお役に
立てるよう
頑張ります！

役立つ人材と
なれるよう

精進いたします

皆様の力に
なれるよう
頑張ります！

自分らしく
精一杯

頑張ります！

全力で
取り組んで
いきます！

上村　恭崇
（令和8年4月1日付）

上野　倖也
（令和8年4月1日付）

資材部資材課 青果部施設課 青果部施設課

①出身地
②出身校
③趣味・特技

①大空町
②國學院大學北海道短期大学
③ゲーム、映画鑑賞、執筆活動

①札幌市
②札幌大学
③読書、バドミントン

①静岡県藤枝市
②拓殖大学北海道短期大学
③読書、料理、野球観戦

①旭川市
②札幌大学
③バドミントン

①深川市
②深川東高等学校
③ライブ鑑賞、バレーボール、
　バドミントン

いまい あかり

うの このみ としま ゆうり

ささき こうき おかだ すみかまかべ かん

よろしくお願いします！よろしくお願いします！

かみむら やすたか うえの ゆきや

（12）（12）ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち



新入職員のお知らせ（キャリア採用）新入職員のお知らせ（キャリア採用）

令和8年度　新採用職員紹介令和8年度　新採用職員紹介

佐々木 光希
経済部　資材課

岡田 純花
北竜支所　営農課

真壁 寛
雨竜支所　営農課

今井　燈
（令和8年4月1日付）

戸島 侑里
農業振興部　営農企画課

宇野 木乃美
金融共済部　雨竜支所

今年入組した、５名の新採用職員をご紹介します！

　
４
月
１
日
の
入
組
式
で
、
新

採
用
職
員
を
代
表
し
て
、戸
島

侑
里
さ
ん
が
挨
拶
を
し
ま
し

た
。

　「
私
の
祖
母
と
叔
母
は
、
こ

の
地
で
農
家
を
営
ん
で
い
ま

す
。私
に
と
っ
て
農
業
と
は
、

幼
少
の
こ
ろ
か
ら
触
れ
て
き

た
、身
近
な
職
業
で
あ
り
、
私

た
ち
人
間
の
生
活
を
支
え
て

く
れ
て
い
る
存
在
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
い
ざ
社
会
人
に
な
る
上
で
、

今
ま
で
「
食
」
と
い
う
形
で
支

え
て
く
れ
た
、
祖
母
た
ち
を
含

め
た
農
家
さ
ん
の
支
え
に
な

り
た
い
と
思
い
こ
の
組
織
に

入
る
こ
と
を
望
み
ま
し
た
。

　
新
採
用
職
員
は
、
様
々
な
異

な
る
理
由
を
も
っ
て
入
組
し

た
と
思
い
ま
す
。で
す
が
、
農

業
振
興
を
通
じ
て
地
域
社
会

へ
貢
献
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
は
み
な
一
様
で
あ
る
と
私

は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
新
採
用
職
員
一
同
、
今
ま
で

学
び
経
験
し
た
こ
と
を
活
か

し
、
努
力
と
思
い
や
り
の
気
持

ち
を
覚
え
て
、
業
務
に
携
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

新
採
用
職
員
の
代
表
挨
拶

新
採
用
職
員
の

こ
れ
か
ら
の
目
標
！

皆様のお役に
立てるよう
頑張ります！

役立つ人材と
なれるよう
精進いたします

皆様の力に
なれるよう
頑張ります！

自分らしく
精一杯

頑張ります！

全力で
取り組んで
いきます！

上村　恭崇
（令和8年4月1日付）

上野　倖也
（令和8年4月1日付）

資材部資材課 青果部施設課 青果部施設課

①出身地
②出身校
③趣味・特技

①大空町
②國學院大學北海道短期大学
③ゲーム、映画鑑賞、執筆活動

①札幌市
②札幌大学
③読書、バドミントン

①静岡県藤枝市
②拓殖大学北海道短期大学
③読書、料理、野球観戦

①旭川市
②札幌大学
③バドミントン

①深川市
②深川東高等学校
③ライブ鑑賞、バレーボール、
　バドミントン

いまい あかり

うの このみ としま ゆうり

ささき こうき おかだ すみかまかべ かん

よろしくお願いします！よろしくお願いします！

かみむら やすたか うえの ゆきや

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（13）（13）



令和 8年度
JAきたそらち作物別生産者組織役員名簿

作物部会名 組 合 長 副 組 合 長 会 計 理 事 監 事

北斗メロン生産協議会 橋本　　健（一） 荒井　和也（一） 橋本　　健（一） 荒井　和也（一）

雨 竜 町 メ ロ ン 部 会 林　　伸昌（雨） 安田　雅嗣（雨） 安田　雅嗣（雨） 須見　和之（雨）

北竜メロン生産組合 山田　敏光（北） 渡邉　靖範（北） 渡邉　靖範（北） 石井　　隆（北）

き た そ ら ち
果 菜 生 産 組 合 荒井　和也（一） 沖田　孝俊（雨） 藤井　勝茂（一）

神尾　綾子（一） 松永　　徹（秩）

き た そ ら ち
蔬 菜 生 産 組 合 松田　　力（北） 白岡　直樹（北） 古川　和也（多） 竹谷　　全（北） 川越　豊治（雨）

き た そ ら ち
胡 瓜 生 産 組 合 川村　正人（音） 桒野　良寛（音） 小倉　孝一（音） 山崎　靖博（音）

高瀨　慎司（一）

き た そ ら ち マ ダ ー
ボ ー ル 生 産 組 合 佐々木健一（雨） 髙田　敬大（雨） 佐々木健一（雨） 髙田　敬大（雨）

ひまわりすいか組合 高田　秋光（北） 佐藤　孝介（北） 佐藤　孝介（北） 渡邉　俊成（北）

き た そ ら ち
大 玉 ト マ ト 部 会 土居　健一（北） 高尾　義弘（ﾒﾑ） 土居　健一（北） 高尾　義弘（ﾒﾑ）

き た そ ら ち ス イ ー
ト コ ー ン 生 産 組 合 髙田　　浩（雨） 田岡　隼人（雨） 髙田　　浩（雨） 田岡　隼人（雨）

き た そ ら ち
苺 生 産 組 合 尾嵜　雅一（ﾒﾑ） 尾郷　敏明 ( 納 ) 尾嵜　雅一（ﾒﾑ） 尾郷　敏明 ( 納 )

き た そ ら ち
果 樹 生 産 組 合 高村　雅紀（納） 林　　祐輔（音） 野田　晃宏（音） 田川　大輔（音） 庄司　俊喜（納）

瀨川　直希（音）

き た そ ら ち 醸 造
ブ ド ウ 生 産 組 合 真鍋　文雄（多） 佐藤　真昭（多） 真鍋　文雄（多） 佐藤　真昭（多）

き た そ ら ち に ん
に く 生 産 協 議 会 増田　貴志（一） 江幡　良博（ﾒﾑ） 江幡　良博（ﾒﾑ） 寳利　靖必（音）

き た そ ら ち
ピ ー マ ン 生 産 組 合 折野　哲也（一） 三谷　好美（音） 折野　哲也（一） 三谷　好美（音）

き た そ ら ち
根 菜 生 産 組 合 河合　　暢（ﾒﾑ） 馬木　逸男（ﾒﾑ） 櫻井　博仁（ﾒﾑ） 金谷　道宏（ﾒﾑ） 馬木　逸男（ﾒﾑ）

旬 菜 部 会  林　　祐輔（音） 増田　慶仁（一） 尾嵜　香代（ﾒﾑ） 庄司　俊喜（納） 小田　沙織（ﾒﾑ）
阿波　一雅（ﾒﾑ）

北 育 ち 元 気 村
花 き 生 産 組 合 内藤　敬人（音） 定講　保男（妹）

松本　和宏（北） 神尾　　誠（一）

谷藤　　学（ﾒﾑ）
橋本　有由（納）
西田　展好（多）
田中　　学（秩）
加藤　　亮（北）

永野　義典（雨）
木村　拓哉（沼）

きたそらち青果・花き
生産運営協議会　役員

会 長 副 会 長 理 事

松田　　力（北） 尾嵜　雅一（ﾒﾑ） 増田　貴志（一）  林　　祐輔（音） 内藤　敬人（音）

きたそらち青果・花き
生産運営協議会　委員

橋本　　健（一）　　林　　伸昌（雨）　　山田　敏光（北）　　荒井　和也（一）
川村　正人（音）　　佐々木健一（雨）　　高田　秋光（北）　　土居　健一（北）
髙田　　浩（雨）　　高村　雅紀（納）　　真鍋　文雄（多）　　折野　哲也（一）
河合　　暢（ﾒﾑ）

※（　）内は地区を示しております。

　音は音江、一は一已、納は納内、多は多度志、雨は雨竜、北は北竜、幌は幌加内、秩は秩父別、妹は妹背牛、沼は沼田。

令和 8年 3月 20 日現在
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令和8年度　青果部　作物別業務担当配置表令和8年度　青果部　作物別業務担当配置表
品　目　名

担当 地　　区 生産組合事務局
主 副 市内 雨竜 北竜 生産組合 主 副

北 斗 メ ロ ン 川本 北町 川本 北 斗 メ ロ ン 川本

胡瓜 ( 部・個） 楠木 楠木 胡 瓜 楠木

ピ ー マ ン 川本 北町 川本 北町 ピ ー マ ン 川本 北町

い ち ご 北町 川本 川本 北町 藤川 い ち ご 北町 川本

長 ね ぎ 柏倉 北町 柏倉 北町 柏倉
果 菜 柏倉 衣川

ミ ニ ト マ ト 衣川 衣川

り ん ご 柏倉 北町 柏倉 北町
果 樹 柏倉 北町

さ く ら ん ぼ 柏倉 北町 柏倉 北町

ワインブドウ 藤川 藤川 ワインブドウ 藤川

西洋・日本南瓜 楠木 衣川 楠木 衣川 柏倉 藤川

蔬 菜 衣川 楠木ア ス パ ラ 衣川 楠木 楠木 柏倉 柏倉 藤川

豆 類 川本 北町 柏倉 川本 柏倉 藤川

と ま と 藤川 衣川 衣川 藤川 と ま と 藤川 衣川

長 い も 衣川 衣川
根 菜 衣川

百 合 根 衣川 衣川

に ん に く 楠木 衣川 楠木 衣川 柏倉 藤川 に ん に く 楠木 衣川

玉 ね ぎ 川本 川本 玉 ね ぎ 川本

さ つ ま い も 衣川 川本 衣川 川本 柏倉 藤川

雨 竜 メ ロ ン 柏倉 柏倉 雨 竜 メ ロ ン 柏倉

西瓜（マダー） 柏倉 柏倉 藤川 マダーボール 柏倉

スイートコーン 柏倉 柏倉 柏倉 藤川 スイートコーン 柏倉

北 竜 メ ロ ン 藤川 藤川 北 竜 メ ロ ン 藤川

西瓜（ひまわり） 藤川 藤川 ひまわりすいか 藤川

その他青果物 楠木 衣川 柏倉 藤川

旬 菜 蓑口 堀 蓑口　・　堀　　 旬 菜 蓑口 堀

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（15）（15）



普及センターからのお知らせ
　空知農業改良普及センター北空知支所（地域第一係・第三係）および上川農業改良普及センター
士別支所（地域第一係）における、令和8年度の活動体制についてお知らせします。

一列目左から▶
専普　長田隼一（第三係・水稲）、係長　北島潤
(第三係・畑作・畜産)　支所長　石村博之(畑作・
畜 産)、係 長　石 川 美 貴（第 一 係・水 稲・畜
産）  、主査　玉井雅浩（第一係・野菜・花き・果樹）

二列目左から▶
普職　道畑乃映（第三係・野菜・花き・果樹）、
専普　山黒 彩菜（第一係・水稲・畑作）、専
主　池田祐規子（第一係・果樹・野菜・花き）

空知農業改良普及センター北空知支所 地域第一係【深川市】・第三係【雨竜町・北竜町】

上川農業改良普及センター士別支所 地域第一係【幌加内町（・士別市）】

前列左から▶
係長　笹村 直弥（園芸）、支所長　山崎 和也（園芸）

二列目左から▶
専普 ｠植草聡太（畑作）、専普 ｠吉田光兵（園芸）、普指　鎌田慎也（水稲）、普指　牧川雪乃(園芸)

※専主：専門主任　専普：専門普及指導員　専職：専門普及職員　普指：普及指導員　普職：普及職員 

三列目左から▶
専普　倉下桂輔（第三係・水稲）、普指　山角
侑生（第三係・野菜・花き）普指　山本大貴（第
一係・野菜・花き・果樹）専普　犬塚紫陽（第
一係・畑作・水稲）

枠外から▶
専普　平石　留偉（第一係・果樹・野菜・花き）
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青年部深川支部・雨竜支部のインスタはこちら！青年部深川支部・雨竜支部のインスタはこちら！

青年部での活動、日々の農作業の様子

などを青年部員が投稿しています♪

ぜひ、フォローしてチェックしてみて

ください！

品
種

性
別

区分
市 場 全 体 きたそらち農協

本年 3 月実績 前年同月実績 本年 3 月実績 前年同月実績

和　

牛

去
勢

出場頭数 829 800 15 20

平均価格 863,826 720,360 786,573 649,926

め
す

出場頭数 595 652 32 23

平均価格 767,850 576,283 747,484 549,330

交　

雑

去
勢

出場頭数 21 49 0 0

平均価格 513,281 365,447 0 0

め
す

出場頭数 203 188 71 50

平均価格 419,729 377,018 420,063 379,038

【平均価格は円・税込価格】

 令和８年度 ホクレン南北海道市場和牛・交雑素牛販売情報 

開催日
3/11～3/12
市場成績
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クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

正解者の中から抽選で3名様に
「農協全国商品券」をプレゼント

【タテのカギ】
2

3

4
5
8

10
13

14
16
17
20

22
24

海の凶暴な生き物。皮膚は
ザラザラ。ひれは中華料理
の材料。
眠っている間の呼吸。また、
その音。
うまい味。商売の利益。
品物の売れ具合。
小さな虫で吸血する。犬や
猫などに寄生している。
こまごまとした用事。
薬などを決められた分量どお
りに混ぜ合わせること。
百の十倍。
話や音楽を聞く人。聞き役。
出来事。行事。事件。
わからない物事、はっきりし
ない物事について、人にたず
ねたり、自分に問いかけたり
する言葉。
植物が出す、あまいしる。
蚕のまゆから作った糸や布。

1

5
6
7
9
11

12

14

15
18

19

20

21
23

25

朝、決まった時間より寝過ごしてし
まうこと。
ぐるぐると、らせん状に動く風や水。
兄弟姉妹の娘。
偶然に当たること。
刻むこと。刻み目。
花言葉は「純粋」。ラッパのような
花で、６枚の花びらとガクがある。
人や物が通るべきところ。「千里の
〇も一歩から」。
のどが刺激を受けたときに起こる、
短くて強い息。
預金と貯金。
アフリカやインドに住む、長い鼻の
大きな動物。
体などが浮かぶこと。体などを浮
かす物。
食物を煮炊きするために使う、金
属製または陶器製の器。
いらなくなってすてるもの。くず。
その任務・仕事などに適しているこ
と。
人や車が道路を行ったり来たりする
こと。

【ヨコのカギ】

ハガキ・ＦＡＸ・ホームページ応募フォームに、
①クイズの答え　②住所、氏名、年齢
③身近な出来事　④農協だよりに対するご意見ご感想
を記入の上ご応募下さい。当選者は７月号に掲載します。

〒074-0015　　
深川市深川町字メム10号線山3線5850番地
ＪＡきたそらち　農業振興部営農企画課
ＦＡＸの場合は　0164-22-1228
ホームページはこちらのQRコードから

A B C D E

1 2 3 4 5

6 7

8 9 10 11

12 13 14

15 16 17

18 19 20

21 22 23 24

25

D

C

A

B

E

宛　先

※ハガキで応募は、85円分のハガキ、切手をご使用ください。
　ご本人以外による応募は抽選外とさせていただいます。

応募方法

組合員の動き
（令和8年3月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,123
124
5,210
249
790

当月末
8
0
13
0
4

脱退
1
2
7
1
0

加入
1,130
122
5,216
248
794

当期首

売電金額　2,159,360円（40円/kWh）

・・・ 応募締切　5月31日(消印有効) ・・・

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

令
和
７
年
度
　
１
月
１
日
付

　
青
果
部
　
施
設
課小

倉
　
祐
弥

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力
○令和８年３月実績

計画対比

前年対比53,984kWh

発電電力
○累計（R７.12～R８.３）

11,586kWh

＋12,586kWh

＋21,711kWh

計画対比　＋39,489kWh　／　前年対比　＋32,738kWh
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１．関係団体等諸会議について
２．組合員の加入脱退について
３．財務報告及び事業実績について
４．第26回通常総代会開催要領について
５．固定資産のリース取得について
６．ＡＬＭ委員会の報告について
７．職員の人事及び業務事故について
８．令和7年度職員の人事考課・準職員の評価結果及

び令和8年度定期昇給について
９．事業評価アンケート結果及び事業評価委員会の開

催について     

10．貸出金の貸付報告について
11．クミカン貸越極度額の設定について
12．金融　相談・苦情等対応状況の定期報告につい

て
13．共済　相談・苦情等対応状況の定期報告につい

て
14．令和8年度畜産物の販売実績（2月末）につい

て
15．次世代農業の実現と地域課題解消に関する包括

連携協定締結について

議案第１号　令和7年度決算棚卸立会及び決算定期
監査の結果について

議案第２号　令和7年度監査報告書について
議案第３号　独立監査人の監査報告書について
議案第４号　令和7年度決算関係書類及び部門別損

益計算書について
議案第５号　第26回通常総代会の日時及び場所に

ついて
議案第６号　第26回通常総代会の目的である事項

について

議案第７号　通常総代会の議決権行使書面について
議案第８号　マネー・ローンダリング等への対応に

関する規程の一部変更について
議案第９号　反社会的勢力との取引排除にかかる対

応要領の一部変更について
議案第10号　固定資産の取得について
議案第11号　就業規則の一部変更について
議案第12号　貸出金の貸付について
議案第13号　令和7年産　農畜産物共励会について

提
　出
　議
　案

報
　告
　事
　項

第３回理事会 〈令和8年3月24日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

お詫びと訂正について
　４月号の広報誌に掲載しました記事において、誤りがございました。関係者の皆様ならびに読者の皆様に
深くお詫び申し上げ、下記のとおり訂正いたします。

P５　「アスポとハピオでうりゅう米販促イベント」
　誤　橋本　貴文　
　正　橋本　貴之

P１０「就農者インタビュー　農業を選んだ５人の道」
　誤　竹内　全
　正　竹谷　全

P１１「営業時間変更のお知らせ」　●給油所
　誤　納内SS・多度志SS・北竜和SS・幌加内SS　8：30
　正　納内SS・多度志SS・北竜和SS・幌加内SS　8：00
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金融共済部からのお知らせ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加入 
年齢 

共済掛金 
累計 

受取総額 
男性 女性 

6年目以降の予定利率 6年目以降の予定利率 

0.5%の場合 1.00%の場合 0.5%の場合 1.00%の場合 
20 歳 480 万円 507 万円 568 万円 507 万円 567 万円 
25 歳 420 万円 438 万円 485 万円 438 万円 485 万円 
30 歳 360 万円 370 万円 405 万円 370 万円 405 万円 
35 歳 300 万円 305 万円 330 万円 305 万円 330 万円 
40 歳 240 万円 241 万円 258 万円 242 万円 258 万円 

45 歳 180 万円 181 万円 191 万円 181 万円 191 万円 
50 歳 120 万円 121 万円 126 万円 121 万円 126 万円 

 
 

積み立て感覚で月々3,000円から始められます 
共済掛金建てなので、共済掛金を月々１万円、2万円といった積み立て感覚でご加入いただけます。 
※最低保証年金額が 6万円未満となる場合はお引受けできません。 

1 

簡単な告知でお申込みできます 
ご契約にあたり医師の診査は不要です。健康状態の告知は下記の２項目のみと簡単なので
手軽にお申込みいただけます。 

4 
①現在、病気や外傷で、安静療養中ですか︖ ②今後、入院または手術の予定がありますか︖ 
上記２項目が「いいえ」の場合にご加入いただけます。 
（両方が「いいえ」の場合でも、ご職業などによってご加入いただけない場合もあります。） 

年金額アップが期待できます 
６年目以降 1年ごとに予定利率を見直しますので、年金額が増える楽しみがあります。 
また、一度増加した年金額は減りませんし、最低保証予定利率が設定されていますので、安心です。 
※予定利率が最低保証予定利率を上回る水準が非常に低い場合、最低保証年金額が増額されないことがあります。 
 

2 

※予定利率とは、共済掛金積立金を積み立てる際に適用されるあらかじめ定められた利率のことです。当共済に適用される予定利率は、ご契約当初 5年は固定ですが、ご契約 6年目以降は毎年見直されます。 
※ご契約時の予定利率は、毎年設定されます。したがってご契約時期によって適用される予定利率が異なり、最低保証年金額が変更となる場合があります。※予定利率は共済掛金積立金にかかるものであり、お支払いいただいた共済掛金全体
に対するものではありません。したがって、共済掛金全体に対する利回りは予定利率よりも低くなります。※予定利率 0.5%は 6年目以降の最低保証予定利率です。予定利率 1.00%の場合は、あくまで現在適用されている予定利率を基準
とした試算であり、将来の年金の受取額を保証するものではありません。※令和８年 1 月末現在の法令等にもとづき記載しています。将来の取扱いを保証するものではありません。※この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっ
ては「重要事項説明書（契約概要）」を必ずご覧ください。また、ご契約の際には「重要事項説明書（注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。 

受取総額は、万円未満は切り捨てて表示しています。             （令和８年 4月現在） 

60歳払込終了、60歳年金受取開始、受取期間 10年、当初 5年間の予定利率 1.6%、税制適格特約付 
ご契約例︓定期年金タイプ 

月々１万円プラン 

 

加入年齢（年・月払）︓18歳～85歳(税制適格特約付きは 80歳まで) 
 

お問い合わせは 
 

【26019990083】 

個人年金保険料控除の対象になります（税制適格特約付の場合） 
一定の条件を満たし、税制適格特約を付加している場合は、他の保険料控除とは別枠で、所得税
で最高 4万円、住民税で最高 2.8万円までの所得控除が受けられます。 
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